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大手前大学「食糧・栄養と健康」第４号（2024）

目的及び概要
　本活動は、社会活動を通じて学びが社会にどのように
受け入れられるかを確認し、学生の学修や進路決定のモ
チベーションを高めることを目的としている。４月より
食育活動ボランティア（以下、学生ボランティア）を募
集し（図１）、地域での食育活動を通して学習意欲の向
上を図り、対人援助技術の実施教育も行った。また、こ
の活動が大阪における大手前大学の認知度向上に寄与す
ることを期待し、実施した。

図１．ボランティア参加募集ポスター

活動内容
　2023年11月18日、大手前大学健康栄養学部は「ゆめちゅ
うおうEXPO」に出展し、「食を考える」朝食の重要性
に焦点を当て、食育活動を展開した。当日は、淀屋橋セ
ンタービル１階にて、11:00から15:00までの間、食育
SATシステムを使用した体験型プログラムや朝食の重
要性に関する展示を通じて、参加者に朝食の大切さを啓
発した。

学生ボランティアの役割
１．事前準備

　学生ボランティアは食育SATシステムの操作方法を
事前に練習し、食に関する知識や情報を身につけて参加
者に適切に対応できるよう、事前準備を行った。

２．当日の準備

　3m×3mのテントには、参加者が普段の朝食を再現で
きるように、ICチップ付きのフードモデルをテーブル
に配置した（図２）。食育SATシステム（PC、ディスプ
レイ、センサーボックス、プリンター）の操作や参加者
がスムーズに診断を受けられるように、注意深く設営し
た（図３）。

図２．テーブルに配置したフードモデル（一部）

図３．設営後のテント内
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３．参加者への声掛け、食品選択のアドバイス（図４）

①　共感的な声かけ: 学生ボランティアは参加者とのコ
ミュニケーションを深め、具体的な質問を通じて食に
対する興味を引き出すことを心がけた。

②　結果への共有とアドバイス: 食育SATの結果を基
に、学生ボランティアは参加者と一緒に結果を振り返
り、健康的な食習慣に向けたアドバイスを提供した。

図４．幼児の参加者をサポートする学生ボランティア

当日の注意事項
　参加者に優しく、丁寧に対応し、不明な点があれば教
員に確認することを確認した。

成果と課題
　当日は10名の学生ボランティアが食育活動を行った

（表１）。
表１．参加学生の学年

学年 人数

3年生 ６

4年生 ４

　天候が悪く、低温の中での活動であったが、４歳から
82歳まで幅広い年齢層の参加者23人に対して食事診断を
することができた（表２）。朝食に関する質問の回答（表
３）によれば、朝食を毎日食べている人は78％であり、
食べない人は９％であった。朝食にかける時間は全体的
に短く、５分以内が33％、15分以内が43％であった。朝
食に関する困りごととしては、時間がない47％、料理が
面倒29％、空腹感がない６％、野菜不足６％などが挙げ
られた。
　参加者からは、「朝食の栄養バランスがわかり、とて
も参考になった」「食について考えるきっかけになった」

「ボランティアの方々の声かけがとても嬉しかった」と
いった好意的な意見が寄せられた。一方で、学生ボラン

ティアからは、「参加者とのコミュニケーションが楽し
かったので、また活動したい」と活動の意欲的な感想と、

「参加者の生活状況を把握し、食に関する情報を伝える
難しさを実感した」「食について適切なアドバイスする
ためにもっと知識が必要だと感じた」など課題に関する
感想があった。

表３．朝食の喫食頻度、所要時間、困りごと

朝食 人数

喫食頻度（n=23）

毎日

週に4～6回

週に2～3回

週に１回

食べない

所要時間（n=21）

5分以内

5分～15分

15分～20分

20分以上

困りごと（n=17）

時間がない

選び方

料理が面倒

空腹感がない

野菜不足

栄養バランス

18

１

２

０

２

７

９

２

３

８

１

５

１

１

１

表２．食事診断参加者の年齢分布

年齢 人数

10歳未満 4

10代 0

20代 1

30代 2

40代 6

50代 4

60代 3

70代 2

80代 1
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結び
　学生の感想から、本活動は学生が学んだ知識やスキル
を実際に活かすことで、学修意欲を高めキャリアプラン
ニングを促進する効果が期待された。さらに、大阪市中
央区が作成したイベント告知のリーフレットや公式サイ
トに当活動が掲載されるなど、大手前大学の認知度向上
に寄与した。今後は学内での振り返りを通じて改善点を
洗い出し、学生たちがより充実した経験を得られるよう
なプログラムの検討や実施を進め、地域社会への貢献を
一層深化させていくことが重要である。

　本活動は、2023年学長特別研究費「食育地域活動プロ

ジェクト」（本多美預子、大西智美、塩谷亜希子）の一
環として行った。
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